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茶
事
「
杓
底
一
残
水
」
の
目
的 

 一
． 
茶
事
を
通
し
「
杓
底
一
残
水
（
し
ゃ
く
て
い
い
ち
ざ
ん
す
い
）
」、
よ
り
多
く

の
方
が
幸
せ
「
汲
流
千
億
人
（
な
が
れ
を
く
む
せ
ん
お
く
に
ん
）
」
に
な
り
、

自
己
も
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と 

二
． 

誰
で
も
が
一
人
で
も
気
軽
に
流
派
、
形
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
和
の
総
合
伝
統

文
化
「
茶
事
（
ち
ゃ
じ
）
」
を
催
す 

三
． 

「
茶
道
（
ち
ゃ
ど
う
）
」
を
身
に
付
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
和
（
日
本
で
は

な
い
）
の
伝
統
文
化
を
語
り
、
所
作
が
出
来
る 
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れ
ら
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ー
ナ
リ
ス
ト
が
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を
掛
け
、
世
界
か
ら
情
報
を
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信
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
命
を
落
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
を
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止

め
、
そ
し
て
・
・
・
・
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本
で
は
水
道
の
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口
を
開
け
ば
、
清
潔
な
美
味
し
い
水
が
簡
単
に
飲
め
る
。
し

か
し
、
世
界
で
は
飲
み
水
が
無
い
、
入
手
で
き
て
も
清
潔
で
な
い
、
未
だ
に
水
汲

み
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
地
域
が
多
く
あ
る
。
我
々
は
如
何
に
幸
せ
な
こ
と
で
は
な

い
か
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隣
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お
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を
簡
単
に
入
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で
き
る
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世
界
で
は
未
だ
に
、
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が
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ず
、
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、
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落
と
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が
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く
居

る
。 

反
面
、
肥
満
で
生
活
習
慣
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味
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が
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れ
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。
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は
何
な
の
か
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、
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、
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が
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を
川
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に
戻
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汲
流
千
億
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戻
し
た
流
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を
今
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界
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飢
え
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い
る
人
々
に
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実
に
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、
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活
環
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杓
底
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こ
の
流
れ
を
確
実
に
す
る
仕
組
み
作
り
を
し
、
底
上
げ
を
確
実
に
す
る
活
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